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「支え合う
さ さ  あ   

関係
かんけい

の中
なか

で育つ
そだ  

力
ちから

」            校長
こうちょう

 松本
まつもと

 剛
つよし

 

 ツヨシさんは外出
がいしゅつ

するときに家
いえ

の鍵
かぎ

をかけ忘れる
  わ す   

ことが多く
おお  

、「ちゃんと鍵
かぎ

をかけないと泥棒
どろぼう

に

入られて
はい      

しまうよ。」とたびたび注意
ちゅうい

されることがありました。ある日
ひ

、そのツヨシさんが「家
いえ

に

帰ったら
かえ     

、家
いえ

の中
なか

が荒らされて
あ     

いる！」と大
おお

慌て
あわ  

で相談
そうだん

に来ました
き    

。どうやら鍵
かぎ

をかけ忘れた
   わす    

まま外出し
がいしゅつ  

、

泥棒
どろぼう

に入られて
はい     

しまったようです。 

 

 こうしたときに、どのような言葉
こ と ば

をかけるでしょうか。 

 一つ
ひと  

は、「だからいつも言って
い   

いたでしょう。」と、まず本人
ほんにん

の至らなさ
いた      

を指摘
し て き

する関わり方
かか   かた

。もう

一つ
ひと  

は、「まず警察
けいさつ

に連絡
れんらく

しよう。」など、今
いま

まさに直面
ちょくめん

している困り
こま  

ごとの相談
そうだん

にのる関わり方
かか    かた

です。 

 

 ツヨシさんには確か
たし  

に「鍵
かぎ

をかけ忘れやすい
   わす       

」という課題
か だ い

があります。しかし、悪い
わる  

のは泥棒
どろぼう

であり、

困って
こま    

いる人
ひと

にまず向ける
む   

べきは安心
あんしん

につながる支え
ささ  

です。 

 不注意
ふちゅうい

から転んで
ころ    

ケガをして血
ち

を流して
なが    

いる人
ひと

に、ケガの手当て
て あ  

をする前
まえ

に、不注意
ふちゅうい

を指摘
し て き

するような

話
はなし

をしても痛み
いた  

でその話
はなし

を聞く
き  

ことはできないでしょう。不注意
ふちゅうい

のことについては、ケガの手当て
て あ  

が

終わって
お    

痛み
いた  

が治まって
おさ     

から、話して
はな    

あげたほうがよいのだと思
おも

います。 

 ツヨシさんの例
れい

でいうと、警察
けいさつ

に連絡
れんらく

をして、心配
しんぱい

なことや不安
ふ あ ん

なことの対処
たいしょ

が終わって
お    

から、同じ
おな  

よ

うな被害
ひ が い

を受けない
う    

ように、鍵
かぎ

のかけ忘れ
  わ す  

がなくなる方法
ほうほう

を考えたり
かんが     

教えて
おし    

あげたりするとよいのだと思
おも

います。 

 

 また、このことは「誰
だれ

かを支える
ささ    

」という一方
いちほう

向
こう

の関係
かんけい

にとどまるものではありません。完璧
かんぺき

な人
ひと

はい

ません。誰
だれ

もが課題
か だ い

をもち、ときに支えられ
ささ      

、ときに支える
ささ    

側
がわ

になります。だからこそ大切
たいせつ

なのは、

一方的
いっぽうてき

な関係
かんけい

ではなく、互いに
たが    

支え合える
ささ  あ    

関係
かんけい

を築いて
きず    

いくことです。それは、生徒
せ い と

のみなさん同士
ど う し

だけ

でなく、教 職 員
きょうしょくいん

同士
ど う し

、教 職 員
きょうしょくいん

と生徒
せ い と

、そして保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

との関係
かんけい

においても同
おな

じです。 

 

上
かみ みやちゅう

学校
がっこう がつごう

学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

 

私
わたし

たちは 

生涯
しょうがい

学び続ける
ま な  つ づ   

ことができる人
ひと

を育
そだ

てます（知
ち

） 

自ら
みずか 

考え
かんが 

正しく
た だ   

判断
はんだん

し、努力
どりょく

実行
じっこう

できる人
ひと

を育
そだ

てます（徳
とく

） 

自他
じ た

の生命
せいめい

を大切
たいせつ

にし、心身
しんしん

の健康
けんこう

な人
ひと

を育て
そ だ て

ます（体
たい

） 

「まち」から学び
ま な  

、社会
しゃかい

に貢献
こうけん

できる人
ひと

を育
そだ

てます（公
こう

） 

自他
じ た

を認め合い
み と  あ  

共生
きょうせい

できる人
ひと

を育
そだ

てます（開
かい

） 

敬
愛

け
い
あ
い 

自
律

じ

り

つ 

努
力

ど
り
ょ
く 

ＨＰ掲載用
けいさいよう

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/kaminomiya/


- 2 - 

 

 ５月
がつ

は、１、２年生
      ねんせい

の校外
こうがい

学習
がくしゅう

、３年生
  ねんせい

の修学
しゅうがく

旅行
りょこう

がありました。 

 私
わたし

も修学
しゅうがく

旅行
りょこう

には引率
いんそつ

し、移動
い ど う

時
じ

の待ち
ま  

時間
じ か ん

の様子
よ う す

、班別
はんべつ

行動
こうどう

、ホテルでの過ごし方
す     かた

、学年
がくねん

レク等
とう

で、

３年生
  ねんせい

のみなさんの頑張り
がんば   

を直接
ちょくせつ

見届ける
み と ど    

ことができました。また、１年生
  ねんせい

、２年生
  ねんせい

が校外
こうがい

学習
がくしゅう

で

頑張った
が ん ば    

様子
よ う す

や前向き
ま え む  

な取組
とりくみ

を学年
がくねん

の先生
せんせい

から聞
き

きました。 

 みなさん、頑張
が ん ば

りましたね！ 

 

 行事
ぎょうじ

は、教室
きょうしつ

での授業
じゅぎょう

や普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

からは得られない
え     

達成感
たっせいかん

や学び
まな  

があります。一方
いっぽう

で、友人
ゆうじん

関係
かんけい

や

役割
やくわり

分担
ぶんたん

などを通して
とお    

、普段
ふ だ ん

は表
おもて

に出にくい
で    

悩み
なや  

が表
おもて

に現れやすく
あらわ        

なる機会
き か い

でもあります。様々
さまざま

な違い
ちが  

をもつ仲間
な か ま

と関わる
かか    

中
なか

で、戸惑い
とまど   

や葛藤
かっとう

が生まれる
う    

ことは自然
し ぜ ん

なことです。 

 しかし、その一つ
ひと  

ひとつの経験
けいけん

は、他者
た し ゃ

を理解
り か い

し、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を見つめる
み    

大切
たいせつ

な学び
まな  

の機会
き か い

でもあります。

そして、困って
こま    

いる誰
だれ

かに気づき
き   

、その人
ひと

に寄り添える
よ  そ   

こともまた、大きな
おお    

成長
せいちょう

です。 

 

 これからも、上
かみ

の宮
みや

中学校
ちゅうがっこう

が「困って
こま    

いるときに相談
そうだん

できる」「安心
あんしん

してＳＯＳを出せる
だ   

」そして「誰
だれ

かの困り
こま  

ごとに自然
し ぜ ん

と手
て

を差し伸べられる
さ  の     

」――そのような場所
ば し ょ

により近づいて
ちか     

いけるよう、力
ちから

を合
あ

わせ

ていきましょう。 

 

「１年
ねん

校外
こうがい

学習
がくしゅう

の報告
ほうこく

」 

 ５月
がつ

１９日
にち

(火
かよう

)、１年生
ねんせい

は校外
こうがい

学習
がくしゅう

に行って
い   

まいりました。 

 当日
とうじつ

はよく晴れた
は   

中
なか

バスに乗って
の   

ソレイユの丘
おか

へ向かい
む   

、カレー作り
    づ く  

とチームビルディングを体験
たいけん

しま

した。 

 カレー作り
づく  

はかまどでお米
  こめ

を炊き
た  

、野菜
や さ い

の下
した

ごしらえをし、炒めて
いた    

煮る
に  

工程
こうてい

を生徒
せ い と

たちで分担
ぶんたん

して

行いました
おこな       

。慣れない
な    

ピーラーでじゃがいもの皮
かわ

をむいたり、煙
けむり

と戦 い
たたか   

ながらかまどをうちわであおい

だり、苦戦
く せ ん

しながら調理
ちょうり

する班
はん

がほとんどでしたが、無事
ぶ じ

完成
かんせい

させたカレーを嬉しそう
うれ     

にほおばる姿
すがた

が見
み

られました。 

 チームビルディングは17、8人のチームを作
つく

り、じゃんけんや話
はな

し合い
 あ  

を取り入れた
と  い   

アクティビティを

行いました
おこな      

。 協 力
きょうりょく

して絵
え

を完成
かんせい

させるパズルゲームなどに、生徒
せ い と

たちは 頭
あたま

を悩ませながら
なや          

も笑顔
え が お

で

取り組みました
と  く     

。 

 カレー作
づく

りもチームビルディングも、班員
はんいん

同士
ど う し

で声
こえ

を掛け合い
か  あ  

ながら、力
ちから

を合わせる
あ    

ことが重要
じゅうよう

です。

生徒
せ い と

たちは今回
こんかい

の経験
けいけん

を通して
とお    

、仲間
な か ま

と協 力
きょうりょく

する大切さ
たいせつ  

をよく学んだ
まな    

と思
おも

います。 

 

「２年
ねん

校外
こうがい

学習
がくしゅう

の報告
ほうこく

」 

 ２年生
ねんせい

は横浜
よこはま

校外
こうがい

学習
がくしゅう

を実施
じ っ し

しました。スローガンの「有言
ゆうげん

実行
じっこう

～判断力
はんだんりょく

を磨こう
みが    

～」のもと、班
はん

ご

とに協 力
きょうりょく

して活動
かつどう

しました。自分
じ ぶ ん

たちで考え
かんが  

、状 況
じょうきょう

に応じて
おう    

判断
はんだん

しながら行動
こうどう

することを目標
もくひょう

に、

一人
ひ と り

ひとりが責任
せきにん

をもって取り組み
と  く  

ました。 

 各班
かくはん

で企業
きぎょう

を訪問
ほうもん

し、ＳＤＧｓに関する
かん    

取組
とりくみ

について学習
がくしゅう

しました。環境
かんきょう

問題
もんだい

や地域
ち い き

との関わり
かか    

など、

企業
きぎょう

ごとにさまざまな工夫
く ふ う

が行われて
おこな     

いることを知り
し  

、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

とのつながりについて考える
かんが   

貴重
きちょう

な

機会
き か い

となりました。ＪＩＣＡ横浜
よこはま

では、展示
て ん じ

や資料
しりょう

を通して
とお    

世界
せ か い

の暮らし
く   

や国際
こくさい

協 力
きょうりょく

について学び
まな  

、

日本
に ほ ん

と世界
せ か い

とのつながりを実感
じっかん

することができました。昼 食
ちゅうしょく

は各班
かくはん

で計画
けいかく

を立て
た  

、横浜
よこはま

ならではの食事
しょくじ

を楽しみました
たの         

。予定
よ て い

通り
どお  

に進まない
すす     

場面
ば め ん

でも、自分
じ ぶ ん

たちで相談
そうだん

しながら判断
はんだん

して行動
こうどう

する様子
よ う す

が見
み

られ

ました。 
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「３年
ねん

修学
しゅうがく

旅行
りょこう

の報告
ほうこく

」 

「みなさんこんにちは！」 

 私
わたし

たち３年生
ねんせい

は長い
なが  

時間
じ か ん

をかけて平和
へ い わ

学習
がくしゅう

をし、戦争
せんそう

や原爆
げんばく

の残酷さ
ざんこく  

について学びました
まな       

。 

 そして、修学
しゅうがく

旅行
りょこう

では資料館
しりょうかん

や被爆
ひ ば く

二世
に せ い

の方
かた

たちなどによるお話
 はなし

を聞いたり
き    

しました。実際
じっさい

、初めて
はじ    

見た
み  

、原爆
げんばく

ドームや、爆
ばく

心地
し ん ち

の場所
ば し ょ

を初めて
はじ    

知ったり
し   

などお話
 はなし

や見学
けんがく

は本当
ほんとう

に学び
まな  

になるものでした。 

 そして資料館
しりょうかん

では、実話
じ つ わ

やお洋服
  ようふく

など様々
さまざま

なものが飾られて
かざ      

いて、お洋服
  ようふく

にお名前
  なまえ

があったり、実際
じっさい

の

被爆者
ひばくしゃ

の方
かた

の写真
しゃしん

も多く
おお  

あり、どれも見る
み  

のが苦しく
くる    

なるものばかりでした。 

 私たち
わたし   

と同じ
おな  

ように生きて
い   

いた人
ひと

達
たち

が原子
げ ん し

爆弾
ばくだん

により生活
せいかつ

や人生
じんせい

を大きく
おお    

変えられ
か    

、苦しめられた
くる         

こと

を深く
ふか  

感
かん

じました。 

 そして大阪
おおさか

では自由
じ ゆ う

行動
こうどう

や、お笑い
  わら  

の鑑賞
かんしょう

、レクなどたくさん楽しい
たの    

ことがありとても濃い
こ  

思い出
お も  で

とな

りました。 

 みんな修学
しゅうがく

旅行
りょこう

ではとても真剣
しんけん

に学習
がくしゅう

したり、全力
ぜんりょく

で楽しんで
たの     

いたので、この経験
けいけん

をこれからの事後
じ ご

学習
がくしゅう

や日常
にちじょう

に活
い

かしていきます。 

 

（修学
しゅうがく

旅行
りょこう

実行
じっこう

委員長
いいんちょう

） 


